































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0 0．2 0。4 O。6 0，8
液相組成（ベンゼンのモル分率）
図9　ベンゼンのX－Y組成図
1．0
0 0．2　　　0．4　　　0。6　　　 0．8　　　1．0
液相組成（トルエンのモル分率〉
図10　トルエンのX－Y組成図
る。このα且およびb2t（1－Xl）の値を用いて吸着相の組
成を算出し，液相組成との関係を図9，10に示した。
MSC－5Aは第一成分と第二成分の混合物に対しでは高
い分離効果を示しており，選択性が極めて高いことが明
らかである。
　非水二成分溶液7つの系についてMSC－5Aへ25．0°C
のにおける吸着平衡を測定した。その結果から以下のこ
とが明らかとなった。
　i）　各成分の吸着量とそのときの平衡濃度の関係は
Freundlich式に従い，式の定数のうち指数部分は吸着
剤と吸着温度によって定まり，比例定数はその液相成分
に固有なものとして求まった。
　ii）　ミクロ孔に入りうる物質に関して，吸着容量が各
系ともほぼ等しいことからg、。。の比e）L　vl比の逆数に等
しく，aoの比はε0比に等しくなるのでleiの比は次式で
表わすことが出来た。
　　　　ll：←一；｝｛ε写i秀｝°’42
　上式は分チの大きさが互いに類似な物質をとれば分子
構造に関係なく適用されると考えられる。
　ただしミクロ孔に入りうる物質同士の混合液であるト
ルエンとp一キシレンの系におけるパラメータには上式
を適用する’ ｱとは出来なかった。
　iii）arおよびb2t（1－x1）から求めたX－y組成Q・
らもMSC－5Aの選択性が極めて高いことが明らかとな
った。
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Appendix
　各吸着点の吸着熱が不均一な場合には，全吸着点数を
9s乞として，吸着熱EをtMる吸着点数を（isi（E），最
も高い吸着熱をEH，最底の吸着熱をELとすれば次式
が得られる。
　　　　　　　嘱一∫憂錘・dE
　ここで／（E）＝g、i（E）／g、iを上式に代入すると次式
と変形される。
　　　　　　　　1－∫籍・）dE・』・
　－1，：式のf（E）clEは吸着熱がE＋dEの間にあるよう
な吸着点数の全体に対する割合を示している。
　そこで同一の吸着熱をもつ吸着点への吸着はLang－
muir式に従うとすると，吸着熱の点へ吸着される分チ
（135）
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の個数9ad（E）は次式で求められる。
（」・d（E）一鱈繍劉舞一顧・）鋒慌劉陶
　ここにa。eE’RTは吸着熱Eをもつ吸着点へT°Kで
吸着する際の脱離速度定数に対する吸着速度定数の比を
示している。前述した関係を用いると吸着剤全体に吸着
される分子の個数　（ladは次式で表わされる。
靱一
Pか・E・幅∫蟹・・、瑠鰯・・
　ここでRoginskyの近似13｝を用いると上式から次式
が得られる。
　　　　　　一侮∫1知・dE
　ここにE’＝－RT　ln　a。ρである。
　吸着剤における吸着点の分布がf（E）＝Ce”αtE’で表
わされるときの吸着について考えてみると，上式の積分
上限を無限大とすれば全体に吸着される分子の個数は次
式で表わされる。
　　　　9。d－9、i．嘉び・’E－q、8（・。P）・’RT
　　　　　　　　α　　　　　　　　　　　α
一，、8（・。P）・’RTc・’RT
　　　α
　ここでモル基準に変えるためにqadおよびqsiをそれ
ぞれ9i，　qi・・とするとi成分について上式は次式とな
る。
　　　　　qi＝＝（1乞Q98（ao‘1））a’RT　tiα’RT
　　　　　　　　　α
附　記
　吸着剤として活性炭を用いた場合にっいても，本報と
同一の系に同様なまとめを行なってみた。この場合は（7）
式から算出した吸着層の厚さが各系ともほぼ単分子層と
なり，各成分の吸着量は（3），（4），（5）式のいずれによって
も求められた。
　しかし複合Freundlich式のパラメータと系の関係は
MSC－5Aの場合ほど意味があるとは思われなかった。
これは（9）式で求めた吸着層の厚さが各系とも異なってお
り，本報でMSC－5Aについて示した関係の基礎とな
る，吸着容量が各系とも等しいという仮定が活性炭の場
合には満足されないためと考えられる。したがってこれ
以上の議論は省略した。
記　号
At：i成分1モル当りの吸着による占有面積〔m2／mol〕
As：吸着剤の有効表面積〔m2／g一吸着剤〕
（toeEIRT：吸着熱をもつ吸着座への吸着について，脱離
　　　速度定数に対する吸着速度定数の比〔一〕
ai，　bi，bi「，　bitt，　Ci……：i成分の吸着量を多項式近似
　　　したときの係数〔mol／g一吸着剤〕
C，α’：吸着点の分布を表わす定数〔一〕
C．ED．：凝集エネルギー密度〔ca正／cm3〕
D：（9）式で求められる吸着層の厚さ〔A〕
di：i成分の最小分子径〔A〕
EH：最大吸着熱〔cal／個〕
EL：最小吸着熱〔cal／個〕
Ki：i成分に関するLangmuir定数〔一〕
k：ボルツマン定数〔erg／°K〕
k、：i成分に関するFreundlich式の定数
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔mo1／g一吸着剤〕
M：分子量〔一〕
〃1：吸着剤重量〔g〕
π：単位体積当りに存在する分子数〔個／cm3〕
・tt：吸着前液相に存在する全モル数〔mol〕
P：全圧〔一〕
P：分圧〔一〕
9ael：吸着剤単位重量当りに吸着されている分子の個数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔個／g一吸着剤〕
qi　：i成分の吸着量〔mol／g一吸着剤〕
qtc：濃度変化から求められる吸着量が濃度に対して直
　　線的に変化している部分の外挿値〔mol／g一吸着剤〕
qim：i成分単独で吸着させたときの単分子層吸着量
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔珊ol／9一吸着剤〕
q・i：吸着剤単位重量当りに存在する吸着点の個数
　　　　　　　　　　　　　　一9t・　〔個／9一吸着剤〕
qi。。：’・i成分に関するLangmuir定数〔mol／g一吸着剤〕
T・：臨界温度〔°K〕
ta：（7）式で求められる吸着層の厚さ〔一〕
tb：（8）弐で求められる吸着層の厚さ〔一〕
Xo，苅：吸着前後の液相モル分率〔一〕
α，β：Freundlich式の定数〔一〕
εo：ポテンシャルエネルギー〔erg〕
　下　付　添　字
1：第一成分
2：第二成分
tl：物質a
b；物質b
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